
１　調査目的１　調査目的１　調査目的１　調査目的

２　調査実績２　調査実績２　調査実績２　調査実績
　①アンケート配票調査

・調査期間：平成23年7月13日　～　平成23年7月29日（締め切り日）
・送付数 1,671
・回答件数 512
・回答率 30.6%

　②土地所有者への直接聞き取り
・調査期間：平成23年7月26日　～　平成23年8月3日
・調査者数：5名

３　集計結果３　集計結果３　集計結果３　集計結果（平成23年8月29日現在）

問１　今後の分収造林の管理・整備について問１　今後の分収造林の管理・整備について問１　今後の分収造林の管理・整備について問１　今後の分収造林の管理・整備について

森林整備公社分収造林にかかる土地所有者へのアンケート

「高知県森林整備公社経営検討委員会」での検討材料とするため、森林整備公社の分収造林にか

かる土地所有者を対象にアンケート調査を実施 （ｱﾝｹｰﾄ調査資料は別添のとおり）

1

61.5%

2

28.5%

3

0.8%

4

9.2%

①①①① アンケート配票調査結果アンケート配票調査結果アンケート配票調査結果アンケート配票調査結果

現行どおりの公社管理希望が約61%を占めている。

一方で、地元森林組合等への管理移管でもかまわないが約29%と

＊複数選択や選択なしはその他とした

資　料

1

回答数 割合
315 61.5%

146 28.5%

4 0.8%

47 9.2%

質　　問　　項　　目

１　現行どおり公社に管理をしてもらいたい

３　公社の持分（おおむね60％）を買い取り、自ら
　　管理したい

４　その他

２　必要であれば、地元森林組合等、民間会社が
     管理してもかまわない

61.5%
現行どおりの公社管理希望が約61%を占めている。

一方で、地元森林組合等への管理移管でもかまわないが約29%と

なっている。今後、管理移管にあたっての分収割合が課題となる。

〇〇〇〇 アンケートその他意見（抜粋）アンケートその他意見（抜粋）アンケートその他意見（抜粋）アンケートその他意見（抜粋）

・ 民間事業者には、山林の長期管理は無理ではないか。土地所有者には不安がある。

・ 公社が管理できないものを森林組合が管理できるはずがない。森林組合の倒産をまねく。

・ 他の事業体に管理移管した場合の条件を教えてもらいたい。

・ 現行どおり管理願いたいが、条件等により自らの管理を考える。

・ 高齢となり自己管理は不可能。

・ 公社持分の買取条件を知りたい。

・ 共有林については、共有者をとりまとめてもらえれば土地も含め一括買取の意思がある。

・ 買取してくれる土地所有者を調査したらどうか。

・ 公社造林は、民間林に比べ間伐等の手入れが行われていないように感じる。

積極的に間伐を進めてもらいたい。

②②②② 土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）
・ 契約時には、県、公社からメリットばかりの話と分収造林事業への強い要請があり協力した経緯がある。

それをふまえれば原契約どおり公社が管理すべきではないか。
・ 森林組合との信頼関係や組合が行き詰ったときの支援がどうなるかが不安。
・ 移管先した事業体が十分管理してくれるかどうか又倒産リスクなど不安がある。
・ 公社の山は管理が不十分。また、森林組合の管理能力にも疑問がある。
・ 森林組合が実質管理していることから管理をまかしてもよい。

ただし土地所有者の分収割合を変えないことが条件。
・ 新契約の条件があえば、地元のため、森林組合の存続のため協力したい。
・ 山を買い戻す金はないし、戻されても個人では山の管理ができない。
・ 皆伐後についても再造林を個人ですることは不可能。
・ 本音をいえば、安くてもいいので早く皆伐してもらって自分の代で現金化したい。
・ 森林環境税を投入し、公社の山も含め年次ごとに地域集中型で間伐をするべきである。・ 森林環境税を投入し、公社の山も含め年次ごとに地域集中型で間伐をするべきである。

1



問２　土地（土地所有者の持分おおむね40％を含む）の所有について問２　土地（土地所有者の持分おおむね40％を含む）の所有について問２　土地（土地所有者の持分おおむね40％を含む）の所有について問２　土地（土地所有者の持分おおむね40％を含む）の所有について

１１１１

71.7%

２２２２

21.9%

３３３３

2.0%

４４４４

4.5%

①①①① アンケート配票調査結果アンケート配票調査結果アンケート配票調査結果アンケート配票調査結果

これまでどおり所有したいが約72%を占めている。

一方で売却希望者が約22%、行政等への寄付2%を併せれば

1/4近くになり対応を検討する必要がある。

〇〇〇〇 アンケートその他意見（抜粋）アンケートその他意見（抜粋）アンケートその他意見（抜粋）アンケートその他意見（抜粋）

・ 艱難辛苦に耐えている山主にとっては、売却や寄付をする気持ちにはなれない。

・ 共有林については個人で意見が言えない。

・ 土地相続が困難なものについて、行政で対応を検討してもらいたい。

・ 自分で自由に管理や処分がしたい。

・ 所有しても今後の希望が持てない。

・ ８０年の契約は長すぎる。

・ ８０年に契約延長をしたが売却してもよい。

・ 土地付きで売却を希望する。手続き・売却金額が知りたい。

・ 世代交代もしており早く売却したい。

＊複数選択や選択なしはその他とした

回答数 割合
367 71.7%
112 21.9%
10 2.0%
23 4.5%

３　行政等に寄付したい

質　　問　　項　　目

１　これまでどおり所有していきたい
２　できれば売却したい

４　その他

②②②② 土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）

・ 共有林についてはこれまでどおり所有していく。

・ 皆伐後に土地を売却したい。

・ 木が安くてもかまわない。早く皆伐して現金化したい。

・ 行政が買い取ることを検討すべきではないか。 市町村では実施しているところがある。

・ ８０年の契約は長すぎる。

・ ８０年に契約延長をしたが売却してもよい。

・ 土地付きで売却を希望する。手続き・売却金額が知りたい。

・ 世代交代もしており早く売却したい。

・ 適切な管理をしてこなかったにもかかわらず、このような質問は言語道断、各造林地の現状を把握し

責任の所在を明確にすべき。

・ 公社に契約解除してもらい、伐採まで土地所有者が管理し、皆伐時に精算する。

・ 管理者に持分40%を寄付する。

・ 社団法人に寄付したい。

回答数 割合
367 71.7%
112 21.9%
10 2.0%
23 4.5%

３　行政等に寄付したい

質　　問　　項　　目

１　これまでどおり所有していきたい
２　できれば売却したい

４　その他
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問３　分収割合について問３　分収割合について問３　分収割合について問３　分収割合について

１１１１

76.6%

２２２２

13.9%

３３３３

9.6%

①①①① アンケート配票調査結果アンケート配票調査結果アンケート配票調査結果アンケート配票調査結果

現状の分収割合を継続したいが約76%を占めている。

一方で分収割合の変更もやむをえないが約14%となっている。

分収割合については、土地所有者から多くの批判的な意見をいただ

いた。

〇〇〇〇 アンケートその他意見（抜粋）アンケートその他意見（抜粋）アンケートその他意見（抜粋）アンケートその他意見（抜粋）

・ 分収割合の変更は契約違反である。

・ 収入が減るのであれば、公社50：土地所有者50に変更してもらいたい。

・ 管理が不十分でばらつきがあるのは契約違反であることから公社50：土地所有者50に変更しても

らいたい。

・ 分収割合について、価格が上がった際に持分を増やす選択肢はまずないにもかかわらず持分を減ら

すなどという選択肢があろうはずがない。土地所有者との考えにあまりに違いがある。

・ 財政的に困難なら山主に権利を返還するべきではないか。

・ 材価が低いので、緑や自然を守るため100年置くことを考えたらどうか。

・ 相続問題で売ることも管理も出来ない山が増えてくる。土地の相続や売却がもっと簡単にできるよう

法律を変えてもらいたい。

・ 分収割合の変更にも協力したいが、所有することによる負担が大きいと判断した場合は売却や寄付

＊複数選択や選択なしはその他とした

回答数 割合
392 76.6%

71 13.9%

49 9.6%３　その他

質　　問　　項　　目

１　現状の分収割合を継続したい

２　契約当時とは状況が変わっているので、分収
    割合変更　（土地所有者の分収割合を下げる）
    もやむを得ない

②②②② 土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）土地所有者への直接聞き取り結果（抜粋）

分収割合についての意見は厳しいものばかりで、協力的な意見は無かった。

・ 契約時には、県、公社からメリットばかりの話と分収造林事業への強い要請があり協力した経緯がある。

現状と契約は別、原契約どおりでの分収割合でお願いしたい。

・ 材価が下がり現状の契約でもほとんど収入が見込めない上に土地所有者の分収割合を下げる契約には

協力できない。

・ 原契約が強いと理解しており、分収割合の変更は契約違反行為である。

・ 公社の山の管理は不十分。公社の経営にも問題があるのではないか。

・ 材価が低いので、緑や自然を守るため100年置くことを考えたらどうか。

・ 相続問題で売ることも管理も出来ない山が増えてくる。土地の相続や売却がもっと簡単にできるよう

法律を変えてもらいたい。

・ 分収割合の変更にも協力したいが、所有することによる負担が大きいと判断した場合は売却や寄付

を検討したい。

・ 現状が難しいのであれば、公社の意向に賛同する。

・ 個人的には、管理や経済的に困難がありしばらくは分収割合を下げてでも公社に管理をお願いしたい。

・ 固定資産税を払い続けているが、伐採時の配分金が固定資産税支払い累計額を下回る可能性があり

心配している。

・ 国は林業の将来を真剣に考えるべきであり、困難な状況を全国で統一して国に働きかけをすべき。

・ 山林所有者に負担を求めるよりも、政策を推進した国に責任を問うべき。

・ 契約内容の変更については、次の案を提案する。

（１）当初の契約どおり１定時期に6割、4割で立木のまま、現物で配分する。

（２）山林所有者は6割分の公社の造林について必要な期間の地上権を認める。50年or必要な期間の

延長を設定。

これにより、公社は向う数十年の管理費を4割削減する事が出来るし、山林所有者は4割分を自由

に管理、伐採、換金する事が出来る。

・ 今回のアンケートには土地所有者にとって有益な選択肢がない。

・ これだけ材価が下がっているにもかかわらず所有者への相談対応が遅い。
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２３高森推第１４９号  
平成２３年７月１３日  

           
 

高知県森林整備公社分収造林事業にかかる 
土地所有者の皆様へ 

 
                                高知県森づくり推進課長 

 
 

アンケート調査へのご協力のお願い 
 
日頃は、県林業行政の推進、また高知県森林整備公社の分収造林事業につきまして、ご

理解、ご協力いただき感謝申し上げます。 
さて、皆様に分収造林契約を結んでいただいております高知県森林整備公社の分収造林

事業については、昭和３６年度から土地所有者自らが造林を行うことが困難な奥山を中心
に約１万５千ヘクタールの造林を行うことにより、国土の保全、公益的機能の発揮、地元
雇用の創出など重要な役割を果たしてきました。 
一方、事業実施にあたっては、公社は自主財源がなく借入金を原資とすることで行って

来た結果、借入金残高は平成２１年度末で約２７９億円にのぼっています。また、木材価
格の長期低迷により、仮に平成２１年度の木材の平均価格が伐期を迎えるまで続いた場合、
最終的な分収造林事業の収支は約１４６億円の赤字になることが見込まれることから、森
林整備公社の存続にもかかわるような大きな問題となっています。 

そうしたことから、現在、県では、弁護士や公認会計士など外部有識者で構成する「高
知県森林整備公社経営検討委員会」において、さまざまな角度から公社の経営改革に向け
て検討をしていただいているところですが、この検討委員会では、公社の管理経費等の削
減や、県からの支援はもちろんのこと、土地所有者の皆様にご協力を求める方法も検討し
ていただいているところです。 

今回のアンケート調査結果も踏まえながら、今後の検討委員会の参考とさせていただき
たいと考えておりますので、土地所有者の皆様におかれましてはご協力をよろしくお願い
いたします。 
 

記 
 

 １ ご回答 
ご回答は無記名で結構ですので、平成２３年７月２９日（金）までに、同封の返信

用封筒又はFAXでお願いいたします。 
 
２ 参考  
（１）木材価格の変動 
 ス ギ原木価格   平成元年度 （20,899円/m3） → 平成 21年( 7,500 円/m3） 
 ヒノキ原木価格   平成元年度 （58,703円/m3） → 平成 21年(13,449円/m3） 

 
（２）公社の借入金残高 約２７９億円（平成２２年度末現在） 
  内訳：県（約197億円）、日本政策金融公庫（約73億円）、市中銀行等（約９億円） 

 

 

【お問い合わせ先】 

〒780－0850 高知県高知市丸ノ内１丁目７番 52号 

高知県林業振興・環境部 森づくり推進課 担当：塩見又は松尾 

TEL (088)821-4814  FAX (088)821-4576 
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アンケート調査表 
 
 
   

● 該当する番号を○で囲んでください。 
● その他のৃ合はओਔৄの੶ൗをおൢいします 

 
 

問１ 今後の分収造௔のଵ৶・ତ૟について、ओਔৄをおቯいします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 問１の２の説明 

分収ୗ௔のଵ৶؞ତ૟を、現ষの஌௔ତ૟公社ऊै地੪஌௔ੌ合やড়৑ভ社などに୎ଵする
ことにより、ড়৑৽੾による収இਙの਱঱と০৏૑ਏとなる公社の৽ાచ੖を図る方法につい
て検討するものです。 

 
 
問２ 土地（土地所有者の持分おおむね 40％を含む）の所有に関し、ओਔৄをおቯいし

ます。 
 

 

 

 

 
 
 
問３ 分収割合（土地所有者の持分おおむね 40%・公社の持分おおむね 60%）について、

ओਔৄをおቯいします。 
      

 

 

 

１ これまでどおり所有していきたい 
 
２ できれば売却したい 
 
３ ষ৆ಉにఞહしたい 
 
４ その他（                                ） 
 

１ 現ষどおり公社にଵ৶をしてもैいたい 
 
２ ૑ਏでँれば、地੪஌௔ੌ合ಉ、ড়৑ভ社がଵ৶してもऊまわない 
 
３ 公社の持分（おおむね 60٫）をେい਄り、ঽैଵ৶したい 
                                      
４ その他（                                  ）          
 

１ 現状の分収割合を継続したい 
 
２ 契約当時とは状況が変わっているので、分収割合変ಌ（土地所有者の分収割合を下

げる）もやむを得ない 
 
３ その他（                                  ）          
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意
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課
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意
見
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団
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で
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を
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せ
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ば
、
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大
き
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業
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が
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や
す
い
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・
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す
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で
い
い
山
が
出
来
る
。

・
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が
明
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で
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般
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り
管
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す
い
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・
民
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こ
と
に
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や
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整
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が
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作
業
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の
ア
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待
で
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・
例
え
ば
、
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黒
字
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字
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で
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引
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れ
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土
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あ
る
。

・
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
の
分
収
造
林
を
や
っ
て
い
る

　
の
で
、
事
務
（
土
地
所
有
者
の
対
応
等
）
に
対
す
る
不
安

　
は
な
い
。

・
新
契
約
案
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
や
る
べ
き
。

・
試
験
的
に
５
年
契
約
で
や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

・
利
用
間
伐
で
き
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

・
経
営
面
積
が
広
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
林
齢
が
若
く

　
搬
出
間
伐
が
見
込
め
な
い
切
捨
間
伐
が
必
要
な
森
林

　
も
あ
り
、
公
社
営
林
全
体
と
な
る
と
経
営
的
に
難
し
い
。

・
土
地
所
有
者
対
応
、
相
続
問
題
が
気
が
か
り
。

・
経
営
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
赤
字
に
な
る
山
の
引
き
受
け

　
は
困
難
。

・
土
地
所
有
者
等
の
責
任
を
持
た
さ
れ
る
た
め
、
管
理

　
経
費
は
最
低
限
必
要
。

・
事
業
体
へ
の
分
収
割
合
に
も
配
慮
い
た
だ
き
た
い

・
計
画
的
か
つ
安
定
的
に
仕
事
が
出
来
る
メ
リ
ッ
ト
と
経
営

　
リ
ス
ク
の
両
方
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
管
理
運
営
を
ま
か
せ
る
事
業
体
の
生
産
性
、
技
術
力
が

　
必
要
で
あ
り
、
森
林
整
備
に
係
る
理
念
を
持
ち
プ
ラ
ン
ニ

　
ン
グ
で
き
る
事
業
体
の
選
択
が
必
須
。

・
公
有
林
（
国
・
県
・
公
社
）
も
、
低
コ
ス
ト
で
管
理

　
し
て
い
く
時
代
に
な
っ
た
。

・
土
地
所
有
者
自
ら
が
管
理
で
き
な
い
民
有
林
は
、

　
境
界
管
理
も
含
め
て
５
年
契
約
で
森
林
管
理
を

　
し
て
い
る
。

・
地
域
林
業
を
担
っ
て
お
り
、
食
い
散
ら
か
し
、

　
い
い
と
こ
だ
け
を
や
っ
て
あ
と
は
捨
て
る
と
い
う

　
こ
と
は
出
来
な
い
。

・
分
収
割
合
の
見
直
し
は
7
:3
程
度
な
ら
土
地
所

　
有
者
に
理
解
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

分
離
・
分
割
後
の
不
採
算
林
整
備
策
（
新
契
約
案
）
に
か
か
る
林
業
事
業
体
へ
の
聞
き
取
り
調
査
結
果

・
調
査
期
間
　
平
成
2
3
年
6
月
2
3
日
　
～
　
平
成
2
3
年
7
月
2
9
日
　
　
　
　
・
調
査
実
施
事
業
体
　
1
2
　
（
う
ち
森
林
組
合
８
）

事
業
体
へ
の

聞
き
取
り
結
果

（
意
見
抜
粋
）

１
　
現
在
、
検
討
委
員
会
に
お
い
て
公
社
の
抜
本
改
革
に
つ
い
て
検
討
中
。

　
　
（
平
成
2
2
年
9
月
の
中
間
報
告
に
お
い
て
、
改
革
を
前
提
に
存
続
す
る
方
向
性
が
出
さ
れ
た
）

２
　
現
在
、
検
討
委
員
会
に
お
い
て
公
社
の
分
収
造
林
の
う
ち
不
採
算
林
の
分
離
・
分
割
の
可
能
性
を
検
討
中
。

３
　
こ
の
中
で
、
現
在
の
2
者
契
約
を
解
除
し
、
公
社
、
土
地
所
有
者
、
林
業
事
業
体
の
３
者
契
約
（
新
契
約
案
）
と
し
、
併
せ
て
管
理
・
運
営
を
林
業
事
業
体
に
移
管

　
　
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
中
。
　
　
→
　
可
能
性
に
つ
い
て
森
林
事
業
体
か
ら
意
見
聴
取
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

　
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

　
・
契
約
解
除
す
る
こ
と
で
既
往
借
入
金
に
か
か
る
将
来
金
利
の
軽
減
効
果
が
大
き
い
。

　
・
林
業
事
業
体
が
長
期
的
に
管
理
す
る
こ
と
、
収
益
が
林
業
事
業
体
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
、
企
業
努
力
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
・
契
約
期
間
満
了
ま
で
林
業
事
業
体
が
中
長
期
の
視
点
で
計
画
的
に
管
理
・
運
営
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
課
　
題

課
　
題

課
　
題

課
　
題

　
・
土
地
所
有
者
対
応
（
間
伐
、
作
業
道
等
の
同
意
、
相
続
人
管
理
、
収
益
の
分
配
等
）
は
林
業
事
業
体
と
な
る
。

　
・
管
理
・
運
営
を
引
き
継
ぐ
に
あ
た
っ
て
は
収
益
（
間
伐
、
主
伐
）
の
例
え
ば
1
0
％
を
林
業
事
業
体
に
配
分
す
る
こ
と
と
、
現
行
の
公
社
と
同
様
の
8
5
％
の
補
助
金
を

　
　
前
提
に
考
え
て
い
る
。

　
・
公
社
の
山
は
奥
山
が
多
く
、
採
算
面
で
の
リ
ス
ク
が
伴
う
。
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事
業
体

肯
定
的
な
意
見

課
題
的
な
意
見

そ
の
他
意
見

A
・
事
業
体
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
可
能
性
は
あ
る
。

・
団
地
は
で
き
る
だ
け
大
き
い
方
が
よ
い
。

B

・
利
用
間
伐
で
き
る
林
齢
以
上
で
あ
れ
ば
可
能
性
は
あ
る
。

・
土
地
所
有
者
及
び
公
社
に
利
益
を
還
元
す
る
自
信
が
あ

る
。
・
事
業
体
に
と
っ
て
は
仕
事
を
中
長
期
に
亘
っ
て
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

・
土
地
所
有
者
対
応
、
相
続
問
題
が
気
が
か
り
。

C

・
仕
事
が
な
い
の
で
困
っ
て
い
る
。
安
定
的
に
仕
事
が
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

・
公
社
営
林
は
、
境
界
、
土
地
所
有
者
が
明
確
で
あ
り
、
一
般

の
山
を
管
理
す
る
こ
と
に
比
べ
た
ら
格
段
に
管
理
し
や
す
い
。

・
こ
れ
ま
で
公
社
営
林
を
管
理
し
て
き
た
が
、
今
は
一
般
競
争

入
札
に
な
っ
て
施
業
の
一
貫
性
、
方
向
性
が
な
く
な
り
、
そ
の

場
限
り
の
施
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
。
将
来
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
て
、
一
つ
の
事
業
体
が
や
る
こ
と
で
い
い
山
が

出
来
る
。

・
新
契
約
案
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
や
る
べ
き
で
あ
る
。

Ｄ
 

・
仕
事
が
で
き
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
。

・
可
能
性
は
あ
る
が
、
山
の
条
件
に
よ
る
。

Ｅ

・
可
能
性
は
あ
る
。

・
長
期
的
に
仕
事
が
出
来
る
の
は
あ
り
が
た
い
。

・
民
間
が
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
細
や
か
な
整
備
が
で
き
、
道

を
つ
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
土
地
所
有
者
や
公
社
の
収
益
ア
ッ

プ
が
期
待
で
き
る
。

・
県
営
林
で
行
っ
て
い
る
雇
用
創
出
事
業
よ
り
は
や
り
が
い
が

あ
る
。

・
試
験
的
に
５
ヵ
年
程
度
の
契
約
で
や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

・
利
用
間
伐
で
き
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

Ｆ

・
管
理
に
は
不
安
な
面
も
あ
る
が
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
安
定

的
に
事
業
を
実
施
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

・
管
内
は
、
公
社
の
事
業
地
も
多
く
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

・
募
集
方
法
が
公
募
と
な
る
と
困
る
。

・
分
収
割
合
の
見
直
し
は
6
:4
か
ら
7
:3
程
度
な
ら
土
地

所
有
者
に
理
解
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
将
来

の
材
価
に
あ
わ
せ
て
変
動
制
に
出
来
な
い
か
。
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事
業
体

肯
定
的
な
意
見

課
題
的
な
意
見

そ
の
他
意
見

Ｇ

・
例
え
ば
、
団
地
毎
に
分
析
し
て
、
黒
字
の
山
と
赤
字
の
山
を

含
め
総
合
的
に
経
営
に
プ
ラ
ス
と
な
る
提
案
で
あ
れ
ば
引
き

受
け
は
で
き
る
。

・
仮
に
分
離
・
分
割
の
方
向
が
決
ま
れ
ば
、
個
別
具
体
に
協

議
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
赤
字
見
込
の
山
を
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
も
、

何
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
管
理
経
費
が
必

要
と
な
る
た
め
、
経
営
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
赤
字
に
な
る
山

の
引
き
受
け
は
困
難
。

・
計
画
的
か
つ
安
定
的
に
仕
事
が
出
来
る
メ
リ
ッ
ト
と
経
営

リ
ス
ク
の
両
方
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
こ
れ
ま
で
の
投
資
経
費
の
こ
と
を
重
視
し
た
対
応
で
あ
れ

ば
、
話
は
進
ま
な
く
な
る
と
思
う
。

Ｈ

・
管
内
の
公
社
営
林
は
整
備
が
出
来
て
い
る
の
で
い
い
山
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
４
０
年
生
を
超
え
て
収
入
間
伐
が
で
き
る

山
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
提
案
は
実
行
可
能
。

・
公
社
が
管
理
す
る
よ
り
、
絶
対
、
将
来
的
に
価
値
の
高
い
山

に
な
る
。

・
請
負
よ
り
は
施
業
の
自
由
度
が
あ
り
や
り
や
す
い
。

・
土
地
所
有
者
対
応
は
可
能
。

・
是
非
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
事
業
費
は
標
準
事
業
費
で
固
定
さ
れ
る
の
は
困
る
。
民

地
で
は
、
事
業
費
は
標
準
事
業
費
以
上
に
か
か
っ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
、
民
地
と
同
じ
や
り
方
な
ら
可
能
。

・
収
入
間
伐
で
土
地
所
有
者
や
公
社
に
い
く
ら
か
は
還
元

で
き
る
が
、
ご
っ
そ
り
儲
け
る
と
い
う
感
覚
で
い
て
も
ら
っ
て

は
困
る
。

Ｉ

・
是
非
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

・
高
速
道
路
も
整
備
さ
れ
窪
川
か
ら
安
芸
市
ぐ
ら
い
ま
で
な
ら

仕
事
は
で
き
る
。

・
出
来
る
だ
け
土
地
所
有
者
に
利
益
を
還
元
す
る
と
い
う
理

念
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

・
管
理
を
任
せ
て
も
ら
え
れ
ば
、
土
地
所
有
者
、
公
社
に
利
益

を
還
元
す
る
自
信
が
あ
る
。

・
国
有
林
は
細
切
れ
に
利
用
間
伐
を
発
注
し
て
お
り
合
理
的

で
な
い
。
森
林
管
理
を
ト
ー
タ
ル
と
し
て
任
せ
て
も
ら
え
る
や
り

方
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
が
良
い
。

・
モ
デ
ル
と
し
て
や
っ
て
他
の
事
業
体
に
見
せ
た
い
。

・
新
契
約
案
は
管
理
運
営
を
ま
か
せ
る
事
業
体
の
生
産

性
、
技
術
力
が
必
要
で
あ
り
、
安
易
に
任
せ
る
と
ぼ
ろ
山
に

な
っ
て
し
ま
う
危
惧
が
あ
る
。

・
森
林
整
備
に
係
る
理
念
を
も
ち
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
き
る
事

業
体
の
選
択
が
必
須
。

・
公
有
林
（
国
・
県
・
公
社
）
も
、
低
コ
ス
ト
で
管
理
し
て

い
く
時
代
に
な
っ
た
。

・
民
有
林
で
は
、
土
地
所
有
者
自
ら
が
管
理
で
き
な

い
た
め
、
境
界
管
理
も
含
め
て
５
年
契
約
で
森
林
管

理
を
し
て
い
る
。

Ｊ

・
事
業
量
の
確
保
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
事
業
体
に
と
っ
て
悪

い
話
で
は
な
い
。

・
森
林
整
備
農
地
セ
ン
タ
ー
の
分
収
造
林
を
や
っ
て
い
る
の

で
事
務
（
土
地
所
有
者
の
対
応
等
）
に
対
す
る
不
安
は
な
い
。
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事
業
体

肯
定
的
な
意
見

課
題
的
な
意
見

そ
の
他
意
見

Ｋ

・
公
社
営
林
を
放
置
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
協
力
す

る
。

・
管
内
の
公
社
契
約
地
は
比
較
的
若
く
搬
出
間
伐
に
よ
る

収
入
が
あ
ま
り
見
込
め
な
い
。

・
任
せ
る
と
言
わ
れ
て
も
切
捨
間
伐
が
あ
る
の
で
、
勝
手
に

や
っ
て
く
れ
と
い
わ
れ
て
も
難
し
い
。

・
経
営
面
積
が
広
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
公
社
営
林
全

体
と
な
る
と
経
営
的
に
体
力
が
な
い
。

・
県
が
ど
う
い
う
ス
タ
ン
ス
で
や
る
か
考
え
て
、
森
連
等
が
音

頭
を
と
っ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
地
域
林
業
を
担
っ
て
お
り
、
食
い
散
ら
か
し
、
い
い
と

こ
だ
け
を
や
っ
て
あ
と
は
捨
て
る
と
い
う
こ
と
は
出
来

な
い
。

Ｌ

・
管
理
経
費
を
県
が
支
払
う
な
ら
よ
い
が
、
責
任
は
持
た
さ

れ
て
、
経
費
は
出
さ
な
い
で
は
困
る
。
土
地
所
有
者
等
の

管
理
経
費
は
最
低
み
て
欲
し
い
。

・
概
に
あ
る
５
（
公
社
）
：
４
（
所
有
者
）
：
１
（
事
業
体
）
の
3
者

契
約
と
同
様
の
事
業
体
1
0
%
で
は
困
る
。
増
や
し
て
も
ら
わ

な
い
と
い
け
な
い
。
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